
 

 

 

 

 

 

 

北海道看護協会 釧路支部 

                         支部長    安部 まり子 

 

皆様、あけましておめでとうございます。 

釧路支部長として支部会員の皆様に、最初で最後のご挨拶になります。 

今年度の支部ニュース「きんれんか」の発行は、1部のみとなりましたことをご了承

ください。また、2020年度の支部活動は感染症対策が確立されていない中、釧路

の看護職員にクラスターを出してはいけないと言う理由で、研修中止を決定してきま

した。会員の皆様には、十分な活動ができなかったことをご理解いただきたいと思い

ます。 

北海道 1例目の新型コロナウイルス感染症発生から 1年が経ちました。未知の

感染症との遭遇は、私たちに不安や恐怖、様々な制限をもたらし、この先もまだ明る

い兆しが見えてきません。今現在も自己の感染リスクを負いながら様々な現場で感

染症患者に対応している会員の皆様には、心より感謝いたします。 

日々、「大切な人を守る」この思いが感染対策を徹底させる要因であると考えます。

しかし、医療従事者と一般市民の一部の方たちとは、感染症対策にかなりの温度差

があるようです。正しい知識の普及、感染予防策の徹底をあらゆる場面で啓蒙し続

けて行きましょう。   

感染症に対応している会員の皆様、そして、対応者を支える皆様。それぞれの立

場で、役割を十分発揮してコロナの難関を乗り越えて行きましょうね。皆様、心身の

健康には十分注意を払ってください。 

今年は、他施設の会員の皆さんと顔を合わせ、ご挨拶できることを期待しています。 
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発行日 

2021(令和 3)年 2 月 

釧路支部会員数 

（令和 3 年 1 月） 

保健師   77 名 

助産師   42 名 

看護師  1709 名 

准看護師  46 名 

総 数 1874 名 
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     教育委員会 

         釧路孝仁会記念病院   佐藤 富士子 

教育委員会の主な活動内容は、研修会の企画と運営です。 

今年度の支部担当者研修は 9月 12日「高齢者の尊厳を守る看護職の役割」、11月 14日「北海

道看護協会釧路支部看護研究合同発表会」を予定していましたが、新型コロナウイルス感染症の

拡大により、残念ながら令和 2年度の研修会は中止となりました。令和 3年度は、新型コロナウイ

ルス感染防止対策を考えながら、研修を企画したいと考えております。 

私達は、会員様のニードに沿った「参加したい」と思えるような研修                   

を考えていきますので、一人でも多くの方の参加をお待ちしていま 

す。 

                      

 

 

 

        保健師職能委員会 

釧路町役場  澤谷 圭子 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため委員全員との顔合わせも、集合写真撮影もできず１年

が過ぎようとしています。当初予定していた職能集会等は中止となり、メールによる書面会議等に

より情報共有に努めています。 

参集しなくてもできる活動として、保健師職能だよりを発行し、１回目は異動者・新任者紹介、２

回目は今年度定年退職される先輩から温かいメッセージをいただきました。 

日々更新される情報を収集し、新しい生活様式を実践する１年となり、行政機関、医療機関、企

業等各分野において保健活動の重要性を再認識しています。こんな時だからこそ、保健師がつな

がり、周囲と協力しながら前に進んでいけたら心強いと思いますので、今後も皆様のご理解とご協

力をお願い致します。情報や思いを共有する場として「保健師職能委員会」を存分にご活用下さ

い!! 

 

 

 

 

 



  看護師職能委員会 

          星が浦病院  齊藤 朋代 

看護師職能委員会は、看護師としての知識の向上を図ることや看護連携により看護の質向上を目

指し活動しています。委員は、各病院や施設、訪問看護ステーションなどの看護師 6名で構成さ

れ、看護師職能集会や三職能合同集会を企画・運営しております。在宅療養が重視され、医療機

関で働く看護師と介護・福祉関係・在宅領域で働く看護師間の連携がとても大切な絆となっていま

す。 

今年は、新型コロナウイルス感染拡大防止の為、看護師職能集会や三職能合同集会を中止し委

員会としての活動に至りませんでした。医療現場で働く看護師は今危機的状況に立たされていま

す。この状況をわかりあえる看護師同士の交流をしてみることも精神的な負担軽減に繋がるかもし

れません。来年度は、釧路地域の看護の連携強化のため、研修会が開催できることを願っており

ます。 
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助産師職能委員会 

             釧路赤十字病院  斉藤 昭子 

  助産師職能委員会釧路支部は、今年度、釧路赤十字病院 斉藤昭子、市立釧路総合病院 小

林玲奈、マタニティアイ 成瀬恵の三名で活動いたしました。地域の母子保健の向上と施設間交

流を目標に活動する予定でしたが、今年度は新型コロナウイルス感染防止のため、思うような活

動もできず、もどかしい一年でした。 

来年度は、オンラインの活用など今までとは違う形での活動も考えていきたいと思っています。 

 

  

  
働き続けられる職場づくり推進委員会 

              釧路赤十字病院  布施 由美子 

委員会の主な活動は、会員および地域への広報活動と看護協会非会員の加入促進です。釧路

支部の活動を支部ニュース「きんれんか」を通じて知っていただけるようホームページに掲載してい

ます。例年各施設の協力を得て、釧路管内の高校生を対象に「一日看護師体験」を実施していま

す。今年度は開催することが出来ませんでしたが、将来看護の道を目指す方々が「一日看護師体

験」を通してより決意が高まる機会となりますよう次年度開催できる時が来ることを期待します。 

会員の皆様に興味を持っていただけるような情報発信を今後も続けてまいります。 



支部役職名 氏名 所属施設

支部長 安部 まり子 釧路孝仁会記念病院

第 1副支部長 八重樫 真希 市立釧路総合病院

第 2副支部長 中村 千夏子 釧路市役所健康推進課

第 1書記 福士 理絵 市立釧路総合病院

第 2書記 村岡 夕子 釧路孝仁会記念病院

第 1会計 柏木 勇生 釧路労災病院

第 2会計 浅里 桂 市立釧路総合病院

推薦委員長 三浦 真佐子 釧路総合振興局保健環境部保健行政室

保健師職能委員長 澤谷 圭子 釧路町役場健康福祉部介護高齢課

助産師職能委員長 斉藤 昭子 釧路赤十字病院

看護師職能委員長 齊藤 朋代 星が浦病院

働き続けられる職場づくり推進

委員長 

布施 由美子 釧路赤十字病院

教育委員長 佐藤 富士子 釧路孝仁会記念病院

推薦委員会 

       釧路総合振興局保健環境部保健行政室  三浦 真佐子 

推薦委員会は、釧路支部の活動の要となる改選される支部役員・推薦委員を推薦するにあたりそ

の任務を担い得る適正な人を推薦する目的を持ち、会員の皆様から公平な視点で選出し、支部

長に報告する役割を担っています。 

 今年度は、令和 3年度支部改選役員候補者（支部長、第２副支部長・第２書記・第２会計・推薦

委員３名）及び令和 3年度北海道看護協会代議員候補者、そして令和 4年度日本看護協会代

議員候補者の推薦を行っております。各候補者の推薦におきましては、一施設に偏らないよう配

慮し、また施設会員数や役員会出席が交通上負担にならない様考慮し選出しております。 

多重の役割をお持ちであるにもかかわらず、ご快諾をいただきました皆様、並びにご支援、ご

協力をいただきました所属施設の皆様に感謝申し上げます。今後におかれましても会員の皆様

には、看護協会活動への参加の機会として、快くお引き受け頂けるよう調整をしていきたいと思い

ますので、何卒ご協力を宜しくお願いいたします。 

 

 

 

 

 2020（令和２）年度  北海道看護協会 釧路支部委員 

０（令和２ 



                  慢性心不全看護認定看護師 

            市立釧路総合病院  本間 渉 

 

 

皆さまこんにちは、慢性心不全看護認定看護師の本間です。2019年 7月に認定看護師の資格を取

得し、現在２年目の活動を手探りで行っています。慢性心不全看護認定看護師の役割として、安定

期・増悪期・慢性期・人生の最終段階にある心不全患者さんとそのご家族に対して身体的・精神的ケ

アを行っています。 

私が慢性心不全看護認定看護師を目指した理由は、循環器疾患をもつ患者さんと関わり、入退院を

繰り返し自宅での生活が中々できない患者さんが多くみられ、そこに何か支援することができないか

と考えるようになったことがきっかけでした。心不全は完治する病気ではなく徐々に悪化していく病気

なので、自己管理をしっかり行えば、病気の進行を遅らせることができます。そこで、より専門的知識

を提供すれば心不全を抱えながらもその人や家族が望む生活が送ることができるのではと思い、慢

性心不全看護認定看護師の資格を取得しました。現在の活動として、入退院を繰り返している患者

さんに対し、外来受診時の面談や訪問看護を行っています。外来面談では、心不全管理や病気の

悩みなどについて相談やアドバイスを行っています。また、訪問看護では、実際患者さんの生活の

場を確かめさせていただき、食事・運動・日常生活の問題点を把握し、入院中では気づけなかった

部分をふまえ、より患者さんに合った個別性のある助言を行っています。まだ、訪問看護の活動を始

めて半年ですが、訪問看護でなければ気づけない部分も多く、自宅療養を送る上で重要な援助だと

感じています。これからも自宅療養を望む心不全患者さんに対して訪問看護を通し、手助けが出来

ればと考えています。また、人生の最終段階にある心不全患者さんのケアを、緩和チームスタッフと

協働し活動を始めています。症例数はまだ少ないですが、身体的問題、精神的問題、社会的問題を

的確に捉え、苦痛を和らげその人らしく生活ができるように、日々関わりを行っています。 

今後も、心不全患者さんが道東地域で安心して過ごせるように、医師

やコメディカルと協働しケアを行っていきたいと思っています。 
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編集後記 

例年に比べ雪が多く、寒さの厳しい冬となりましたが、

皆様はどのようにお過ごしでしょうか。今年度は新型コ

ロナウイル感染症が流行し、看護協会並びに当委員

会も思うような活動が出来ませんでした。来年度は少

しでも明るいニュースが流れることを期待します。働き

続けられる職場づくり推進員会では今後も皆様の活

躍を報告してまいります。 

編集委員 

布施由美子・髙﨑直子・栗本芳・齋麻美・田河貴世 

 

 

 

 

 

 

 

 


